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令和４年度 三重地方最低賃金審議会 

第１回特定（産業別）最低賃金（合同）専門部会 

 

１ 開催日時  令和４年９月 14日（水） 14時 00分～14時 45分  

 

２ 開催場所  津市島崎町 143番地６  サンワーク津  ２階「大会議室」 

 

３ 出席委員 

  公益代表   

中村 玲子  前田 茂樹  三好 正人  安井 広伸 

 

  労働者代表  

浅野 啓介  石田 司郎  出馬 孝博  鵜飼  力  葛山真由美 

金森美智子  東  剛寛  前田 良彦   

 

  使用者代表  

大西 宏弥  倉光 優次  栗須百合香  中西 秀治  中村 和仁   

別所 浩己  松山 佳史  山本 正仁   

 

４ 議題 

（１）最低賃金審議会における審議経過及び決定事項の報告について 

（２）専門部会運営規程（案）について 

（３）今後の審議の進め方について 

 

 

５ 開 会   

（賃金係）  

それでは、定刻になりましたので、只今から令和４年度三重地方最低賃金審議会第

１回三重県特定（産業別）最低賃金専門部会を合同部会形式により開催させていただ

きます。 

私、賃金係の牧野と申します。よろしくお願いいたします。 

本日は、３業種に係る合同の専門部会でございます。 

なお、以後、部会名等におきましては、「電気機械器具製造業」、「輸送用機械器具

製造業」等、略称で呼ばせていただきたいと思います。 

専門部会委員の就任の辞令につきましては、机上配布とさせていただいております。

本日の欠席のご連絡を頂戴しております委員の方は、電線・ケーブル製造業、輸送用



2 

 

機械器具製造業の公益代表委員の藤本委員と、電気機械器具製造業の公益代表委員の

恒岡委員、電線・ケーブル製造業の労働者側代表委員の山本晃久委員、使用者側代表

委員の吉田委員になります。   

先ず、最低賃金審議会令第６条第６項の規程にあります定足数でございますが、各

専門部会とも、定足数を満たし、有効に成立していることをご報告させていただきま

す。 

開会にあたりまして、労働基準部長からご挨拶を申し上げます。 

（部 長）  

皆様、お疲れ様でございます。 

労働基準部長の片野でございます。 

委員の皆様には、ご多忙の中残暑厳しい中ご出席を賜りまして、御礼を申し上げま

す。本当にありがとうございます。 

本年度の地域別最低賃金につきましては、８月５日の三重地方最低賃金審議会にお

いて、時間額 933円とするとの答申をいただいたところでございます。９月１日に官

報公示を行いまして、10月１日からの発効予定となっております。 

これに引き続いて、特定（産業別）最低賃金改定に審議へと移って参ります。特定

（産業別）最低賃金は、三重県下では７業種ございます。本年度は、４業種について

改正に関する申出がありまして、また、先に改正の必要性について調査審議をしてい

ただいた結果、３業種について「改正の必要性あり」との答申をいただいております。

この度、具体的な金額の審議をお願いすることとなりました。 

最低賃金の改正の決定については、公・労・使各３名ずつの委員で構成する専門部

会を設置する規定となっております。労使それぞれからの推薦をいただきつつ、本日

お集まりの皆様方に部会委員として任命させていただいた次第でございます。 

特定（産業別）最低賃金は、関係労使のイニシアティブに基づきまして、三重県の

最低賃金より金額水準が高い最低賃金を必要と認めたものについて設定しているも

のでございます。政府による目安額などはございません。 

これらを踏まえまして、ここ約１か月で集中的な審議をお願いすることとなります

けれども、労使の主導的、かつ、願わくば全会一致での答申に向けたご議論をいただ

ければと思っております。 

以上簡単ではございますが、冒頭の挨拶とさせていただきます。 

それでは、本日以降どうぞよろしくお願いいたします 

 

６ 各専門部会部会長及び部会長代理の選出 

（賃金係）  

ありがとうございました。 

最低賃金法第 25条第４項では、専門部会には、「部会長及び部会長代理を置き、部
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会長及び部会長代理は、公益を代表する委員の内から委員が選挙する。」と規定され

ております。 

先般、本審の公益委員で各専門部会の部会長及び部会長代理について、ご協議いた

だいておりますので、その結果をご報告申し上げます。 

① 電線・ケーブル製造業は、 

部会長に中村委員、部会長代理に藤本委員 

② 電気機械器具製造業は、 

部会長に三好委員、部会長代理に中村委員 

③ 輸送用機械器具製造業は、 

部会長に前田委員、部会長代理に藤本委員 

と、このように決めていただきましたので、よろしくお願い申し上げます。 

拍手をもってご承認をお願いしたいと思います。 

 

― 拍 手 ― 

 

７ 議長の選出 

（賃金係）  

ありがとうございました。 

続きまして、本日の会議の議長の選出についてでございます。 

各専門部会の会議につきましては、部会長が運営するということになっております。 

本日は合同部会でございますので、議長は、本審の会長でもございます安井委員に

お願いいたしたいと思います。 

拍手をもってご承認をお願いします。 

 

― 拍 手 ― 

 

（賃金係）  

ありがとうございました。 

それでは、安井会長、これよりの会議の運営をよろしくお願いいたします。 

 

８ 議 事 

(１) 最低賃金審議会における審議経過及び決定事項の報告について 

（議 長）  

只今、ご指名をいただきました三重地方最低賃金審議会の会長を仰せつかってお

ります安井でございます。 

本日は暑い中、皆様には、ご多用の中を本審議会にお集まりいただき誠にありが
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とうございます。 

委員の皆様を見させて頂きますと、昨年に引き続きご就任いただいた方々が多い

かなというふうに感じさせていただきました。新しい方も数名みえるようですけれど

も、慣れたところでご審議をしていただければと思っております。 

昨年の産別の審議状況を振り返ってみますと、コロナ禍において、また、県最賃

が非常に高い金額で決まったということもあって、各部会において非常に厳しい状況

が続きまして、最終的に全会一致という部会がひとつもなかったというようなことで

ございました。 

それを受けまして、今年を想像してみますと、今年もまだまだコロナの状況が続

いているという状況でもございますし、また、先程、部長からのご挨拶にもありまし

たように、三重県の今年の最低賃金は、31 円アップの 933 円というものを決定をさ

せていただいたところです。このような状況を鑑みますと、今年も本当に厳しい審議

が続くだろうと想像しております。しかし、特定（産業別）最低賃金というのは、皆

様方、各業界を代表する皆様が集まっていただいて、各業界のことを思ってご審議い

ただく訳ですので、是非、労使それぞれがお互いの事を考えながら、歩み寄りの姿勢

をみせていただきまして、できれば、全会一致の結論に導いていけたらと思っており

ます。 

我々公益側代表といたしましても努力をさせていただきますが、引き続き皆様方

のご理解・ご協力をお願いしておきたいと思います。 

それでは、只今より第１回三重地方最低賃金審議会特定（産業別）最低賃金合同

専門部会を開催させていただきます。 

特定（産業別）最低賃金は、先程部長のご挨拶にありましたように７業種ござい

ます。最低賃金審議会において、申出のありました４業種のうち 

・電線・ケーブル製造業 

・電気機械器具製造業 

・輸送用機械器具製造業 

の３業種について「改正の必要性有り」の答申を行いました。改めて、局長から金額

改定の諮問を受けましたので、これから、３業種におけます専門部会で金額改定の調

査審議を進めていただくことになります。 

お忙しい中ではございます。また、時間的にも非常に限られた時間の中で審議を

していただかなければならないという状況がありますが、いずれにしろそれぞれのお

立場がある中で、色々なご無理を申し上げることがあろうかと思いますが、慎重にご

審議をいただきますようよろしくお願いいたしたいと思います。 

それでは、お手元にあります事項書に沿って議事を進めさせていただきます。 

先ず、議事(１)の「最低賃金審議会における審議経過及び決定事項の報告につい

て」事務局の方から説明をお願いします。 
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（室 長）  

はい、それでは私の方から、最低賃金審議会における審議経過及び決定事項の報告

について、説明させていただきます。 

資料６をご覧下さい。４業種から申出書の提出がございました。７月 13 日の第２

回本審におきまして、局長から最低賃金改正の必要性の有無について諮問をさせてい

ただきました。 

資料７の２頁をご覧下さい。８月４日開催の小委員会におきまして、最低賃金改正

の必要性の有無についてご審議いただいた結果、３業種について、「改正の必要性有

り」とする小委員会報告がなされました。 

８月５日の第４回本審におきまして、この小委員会報告を受け、最低賃金改正の必

要性の有無についてご審議いただいた結果、資料７の３頁のとおり「改正の必要性有

り」とする答申をいただきましたので、資料８のとおり最低賃金の改正決定について

局長から諮問をさせていただいたところでございます。 

本日、第１回専門部会を開催させていただいたところですが、今後の審議日程につ

きましては、後程、それぞれの業種毎に３か所に分かれてお集まりいただき、ご協議

いただければと思います。 

令和元年度より、事業場において賃金締切日が 20 日の事業場が多く、賃金計算が

煩雑になるとのご意見・ご要望があり、今年度も最低賃金改正の効力発生日を 12 月

21日として、それを目標に、審議を進めていただきたいと思います。 

「答申要旨の公示日別最短効力発生予定日一覧表（特定（産業別）最低賃金の場合）」

を資料の中に入れさせていただいております。 

資料９をご覧下さい。 

四角く赤線でくくってありますところを見ていただきますと、10月 21日（金）の

本審にて答申をいただき、当日公示を行いますと、異議申出締切日が 11月７日（月）、

官報公示予定日が 11月 21日（月）となり、発効日は 12月 21日（水）というふうに

なります。 

特定（産業別）最低賃金については、昨年も異議申出はなく、例年、異議申出がな

いようでございますが、もし今年、異議の申出があれば、締切日の翌日（翌営業日）

の 11月８日（火）に異議審を行うこととしております。 

本審委員の皆様におかれましては、日程の確保をよろしくお願いいたします。 

各専門部会におかれましては、10月 21日（金）の答申を目指して審議を完了して

いただきますよう、今後の審議会の開催日程の調整をしていただければと思います。 

具体的な日程調整は、後程、各部会でよろしくお願いいたします。 

（議 長）  

はい、ありがとうございました。 

只今の説明につきまして、ご質問又はご確認事項ございませんでしょうか。 
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よろしいでしょうか。 

各専門部会におかれましては、10 月 21 日（金）に、本審で答申が行えるように、

後程、日程調整をよろしくお願いいたします。 

 

(２) 専門部会運営規程（案）について 

（議 長）  

それでは、次の「(２)専門部会運営規程（案）について」事務局の方から説明を

お願いします。 

（室 長）   

はい。それでは、資料２をご覧下さい。 

それぞれの委員が担当していただく産業名を入れた運営規程（案）を、お手元にご

用意させていただきました。 

この専門部会につきましては、こちらの裏面第 10 条にもありますように、毎年そ

の時限りのもので、異議申出の期間が満了をした時に廃止されますので、内容的には

昨年と同じ内容のものですけれども、本審の規定にならって、第８条の議事録署名の

箇所を変更することを提案いたします。 

規定を簡単に説明させていただきます。 

第４条は「会議の招集」 

第５条は「テレビ会議システムを利用する方法」と「委員の会議への欠席の場合の

取り扱い」 

第６条は「会議は部会長が議長となって議事を進めていただく」ことを 

第７条は「会議の公開・非公開について」 

第８条は「議事録等に係る取り扱い」について規定 

第９条は「審議会会長に報告」 

第 10条は「専門部会の廃止」 

を、規定しています。 

主なところは、以上のとおりでございます。 

（議 長）  

はい、ありがとうございました。 

運営規程（案）につきまして、ご意見がございましたら受け賜ります。 

いかがでしょうか。 

特にございませんか。 

ご意見がなければ、規定自体はよく似たものですので、３業種一括して、３業種の

専門部会運営規程を決定したいと思いますがいかがでしょうか、よろしいでしょうか。

この原案に特に異議はございませんか。 

はい、それでは、特にご異議はないようですので、この運営規程は本日から発効と
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いうことで、一番最後のところ、施行期日の欄に令和４年９月 14 日と書き入れてい

ただき、冒頭の（案）を取って決定とさせていただきます。 

 

(３) 今後の審議の進め方について 

（議 長）  

それでは、次の議題に移らせていただきます。「(３)今後の審議の進め方について」

に議事を進めたいと思いますので、事務局の方から説明をお願いします。 

（室 長）   

はい、先ず、配布資料の説明をさせていただきます。 

資料４をご覧下さい。昨年と一昨年の審議経過等一覧です。 

日程的にはご覧いただいたとおりで、昨年の結審状況は、ガラス・同製品製造業と

輸送用機械製造業（使用者側反対）、電線・ケーブル製造業（使用者側一部反対）、電

気機械器具製造業で（労働者側一部反対）でございました。 

資料５は、特定（産業別）最低賃金を含む三重県内における最低賃金の一覧表でご

ざいます。 

三重県におきましては、今年の 10 月１日から地域別最低賃金と７業種の特定最低

賃金が定められておりますが、「銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業」「一般機械器具

製造業」「洋食器・刃物・手工具・金物類製造業」「ガラス・同製品製造業」「電気機

械器具製造業」は、三重県最低賃金の時間額が、これらの特定最低賃金額を上回った

ため、設定はされておりますが、三重県最低賃金が適用となるため、注釈のみの表記

とさせていただいております。 

資料 10は、求人倍率関係の資料となってございます。 

直近の有効求人倍率は、７月内容で、1.42倍、三重の順位は全国 22位、全国の平

均が 1.29倍となってございます。 

続きまして、今年度は、資料 11、12、13 に、第２回本審の資料でもお付けしてお

ります「産業別定期給与・出勤日数・労働時間の推移（三重県）」、「鉱工業生産指数

の推移（季節調整済指数）・在庫指数の推移」、「労働経済指標の推移」を資料として

お示しさせていただきました。内「鉱工業生産指数の推移（季節調整済指数）・在庫

指数の推移」と「労働経済指標の推移」については、最新の令和４年６月分、速報値

ですが一部７月分まで追加して作成した表を付けさせていただいております。 

（議 長）   

はい、ありがとうございました。 

いくつかの資料を只今ご説明をいただきましたけれども、先程の説明についても何

かご質問等があれば受け賜ります。 

いかがでしょうか。 

特にございませんか。 
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先程の資料、今後の第２回以降の専門部会にも使っていただくことになろうかと思

います。また、その後ご質問等確認事項等々ございましたら、２回目以降の専門部会

場でお願いしたいと思っております。 

では、次に進めさせていただきます。「専門部会における審議日程の調整」になり

ます。事務局の方で説明をお願いいたします。 

（賃金係）   

はい、お手元に「特定（産業別）最低賃金専門部会日程調整表（案）｣という形で、

こちらのカラーの日程表をお配りさせていただいているかと思います。 

なお、時間設定は、基本的には、午前は 10 時から、午後は１時 30 分からという

ことになります。 

部会長が出席、かつ、可能な限り公労使委員が出席できるように、提案をさせて

いただける日を考えさせていただきました。 

具体的な提案日程としては、 

電線・ケーブル製造業は、 

２回目・・10月５日（水）午前 

３回目・・10月７日（金）午前 

予備日・・10月 13日（木）午前 

電気機械器具製造業は、 

２回目・・10月４日（火）午前 

３回目・・10月 11日（火）午後 

予備日・・10月 13日（木）午後 

輸送用機械器具製造業は、 

２回目・・10月３日（月）午後 

３回目・・10月５日（水）午後 

予備日・・10月 14日（金）午後  

となりますが、委員の皆様のご都合も新たに変わっている可能性もあろうかと思いま

すので、一つの案としてご検討をいただければということで考えております。 

なお、この際、複数の部会を担当されている委員の方もおられます。 

また、他の部会と重ならないように考えました。 

最初に申しましたように、10 月 21 日（金）午前 11 時から本審の開催を考えてお

りますので、それに間に合うような形になるようご配慮いただきますようお願いいた

します。 

（議 長）  

はい、それでは、今説明がありましたように、それぞれの専門部会の委員皆様の間

で、事務局から提案されました日程を参考にいたしましてご検討をしていただけれ

ばと思います。 
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調整にあたりましては、専門部会長が主になって進めていただきたいと思います。 

事務局の方から、各部会の検討場所の説明をお願いします。 

（賃金係）   

３業種、それぞれ前の机の方に場所をご用意させていただきました。そちらのほう

でお集まりいただきまして、公労使で最終日程調整をよろしくお願いいたします。 

日程調整を終えましたら事務局の方へ結果をご報告していただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

― 日程調整 ― 

 

（賃金係）  

それぞれの専門部会で日程調整をしていただきましたので、その結果をご報告させ

ていただきます。 

電線・ケーブル製造業は、 

２回目・・10月５日（水）午前 10時 00分 

３回目・・10月７日（金）午前 10時 00分 

予備日・・10月 13日（木）午前 10時 00分 

電気機械器具製造業は、 

２回目・・10月４日（火）午前 10時 

３回目・・10月 11日（火）午後１時 30分 

予備日・・10月 13日（木）午後１時 30分 

輸送用機械器具製造業は、 

２回目・・10月５日（水）午後１時 30分 

３回目・・10月 11日（火）午前 10時 00分 

予備日・・10月 14日（金）午後１時 30分 

    ということで、調整をしていただきましたので、よろしくお願いいたします。 

（議 長）  

はい、今報告のありましたように調整させていただきました。なかなか調整は難

しいかと思いますけれども、皆様方のご協力やご出席の方よろしくお願いいたします。 

では、事務局のほうお願いします。 

 （賃金係）  

それでは、お手数ですが、調整後の日程に修正をお願いします。 

今後開催の第２回～４回の各専門部会、10月 21日（金）開催予定の本審につきま

しては、後日、各委員に開催通知文を郵送させていただきますのでよろしくお願いい

たします。 

（ 議 長）  
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第２回、第３回、それと予備日として第４回という考え方で進めていただきたい

と思います。あくまで４回目は予備日ということでございますので、できるだけ早い

段階で金額をいただければと思っております。 

それぞれの専門部会で色々ご事情がありますでしょうが、この後のことは、それ

ぞれの専門部会でご審議をいただきましてお決めいただけたらと思いますが、時間的

制約もございますので、よろしくお願いいたします。 

本日は、合同部会ということで開催させていただきました。本日のメインテーマ

である日程を調整していただきましたので、これからいよいよ第２回目以降、金額審

議に移ってまいりたいと思います。 

先程、ご案内もありましたけれども、答申が 10 月 21 日ということでございます

ので、それに向けまして皆様の専門部会での慎重な審議をよろしくお願いしたいと思

います。 

いずれにしろこの特定（産業別）最低賃金専門部会というのは、それぞれの各業

界を代表する皆様がお集まりいただきまして、それぞれのお立場でご審議をいただく

ことになります。労働者側、使用者側色々ご意見があることは重々承知をいたしてお

りますけれども、各業界の代表としてイニシアティブを取っていただいて、ご審議の

ほうを進めていただきたいと思っております。そして、願わくば全会一致に向けて進

めていただければありがたいなと思います。 

また、皆様のお手元の資料にもございますけれども、専門部会の任期というのは、

それぞれの専門部会が廃止をされるまでの期間となっております。従って、このよう

に一同に会してお集まり頂くのは、本日限りとなってしまいます。専門部会が終われ

ば自然解散となってしまいます。最後まで熱心なご審議をいただきまして、是非、良

い結果を導いていただきますように、最後までお願いばかりでございますが、お願い

させていただいて、本日の合同部会形式の審議会を終わらせていただきます。 

最後までありがとうございました。 

以上 

 


